
― 162 ―

４　

２
０
１
４
年
、
教
科
用
図
書
の
採
択
に
係
る
川
崎
市
教
育
委
員
会
会
議
の
会
議
録
を
、
そ
の
作
成
を
担
当
し
て
い
た
教
育
委
員
会
事

務
局
総
務
部
庶
務
課
が
同
会
議
の
音
声
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
民
の
知
る
権
利
を
奪
う
行
為
で
あ
り

断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
音
声
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
、
公
文
書
で
あ
る
と
い
う
審
査
会
の
答
申
を
徹
底
し
、
各
局
に
公
文
書
と
し
て
保

管
義
務
を
徹
底
し
、
開
示
請
求
の
対
象
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。
再
発
防
止
の
た
め
の
組
織
と
し
て
第
３
者
を
加
え
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
制
度
に
改
善
す
る
。

５　
「
川
崎
市
環
境
影
響
評
価
審
議
会
委
員
」
構
成
に
つ
い
て
、
22
年
10
月
、
委
員
構
成
を
変
更
し
て
市
民
７
名
の
委
員
の
う
ち
、
市
民
団

体
か
ら
の
推
薦
枠
５
名
を
廃
止
し
、
残
り
２
名
に
つ
い
て
市
民
委
員
枠
と
し
て
公
募
す
る
と
し
た
。
こ
れ
は
特
定
の
団
体
と
市
民
の
声

を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
団
体
枠
を
維
持
し
、
三
者
が
推
薦
す
る

学
識
経
験
者
の
委
員
の
選
任
を
認
め
る
よ
う
に
す
る
。（
再
掲
）

第
十
六
章　

気
候
危
機
打
開
と
脱
炭
素
政
策

　

欧
州
、
北
米
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
地
は
熱
波
に
襲
わ
れ
、
山
火
事
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
災
害
級
の
猛
暑

が
続
き
、
熱
中
症
で
亡
く
な
る
人
も
相
次
い
で
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
７
月
、
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、
今
年
７
月
は
観
測
史
上

最
も
暑
い
月
に
な
る
見
通
し
を
発
表
、
そ
れ
を
受
け
て
国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
は
「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、
地
球
沸
騰
化

の
時
代
が
到
来
し
た
」
と
警
告
し
ま
し
た
。
同
時
に
「
私
た
ち
は
ま
だ
最
悪
の
事
態
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
強
調
し
、
各
国

政
府
に
具
体
的
行
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
気
候
危
機
打
開
に
向
け
た
取
り
組
み
の
抜
本
的
強
化
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

脱
炭
素
戦
略
―
電
力
部
門
の
２
０
３
５
年
ま
で
の
脱
炭
素
化

　

２
０
２
２
年
11
月
、
エ
ジ
プ
ト
で
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で
は
、
発
展
途
上
国
が
求
め
て
き
た
気
候
変
動
に
よ
る
損
失
と
被
害

に
対
応
す
る
基
金
を
設
立
す
る
こ
と
で
初
め
て
合
意
す
る
と
と
も
に
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
、
２
０
３
０
年
ま
で
毎
年
約
４
兆
ド

ル
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

22
年
９
月
の
議
員
研
修
会
で
国
連
環
境
計
画
特
別
顧
問
の
末
吉
氏
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
に
つ
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い
て
講
演
。「
川
崎
市
は
Ｇ
Ｘ
競
争
に
勝
ち
残
れ
る
の
か
」
と
題
し
、「
化
石
燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
」「
経
済
や
社
会
の
在
り
方

を
根
底
か
ら
作
り
直
す
こ
と
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
22
年
５
月
、
Ｇ
７
で
は
「
先
進
国
は
電
力
部
門
を
35
年
ま
で
に
脱
炭
素
化
」
を
表

明
し
、
世
界
的
に
は
太
陽
光
と
風
力
発
電
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
Ｇ
７
の
目
標
で
あ
る
「
電
力
部
門

の
35
年
ま
で
の
脱
炭
素
化
」
は
、
川
崎
市
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

重
化
学
工
業
か
ら
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ
の
産
業
転
換

　

末
吉
氏
の
講
演
で
は
、
各
国
の
産
業
構
造
の
転
換
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
で
は
２
０
１
９
年
「
Ｅ
Ｕ
の
新
し
い
成
長
戦

略
」
と
し
て
「
雇
用
を
創
出
し
な
が
ら
排
出
量
を
減
ら
す
」
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
を
推
進
し
、
投
資
家
の
資
金
と
企
業
の
設
備
投
資

を
「
脱
炭
素
化
」
に
集
中
さ
せ
る
金
融
戦
略
と
し
て
、
20
年
に
「
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
」
を
制
定
。
イ
ギ
リ
ス
は
カ
ー
ボ
ン
・
バ
ジ
ェ
ッ

ト
、
炭
素
予
算
を
策
定
、
ド
イ
ツ
は
30
年
ま
で
に
再
エ
ネ
比
率
を
80
％
に
倍
増
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
は
「
約
48
兆
円
と
い
う
史
上
最
大
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
先
進
国
は
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
へ
の
投
資
を
し
て
雇
用
、
経
済
成
長
へ
と
つ
な
げ
る

戦
略
を
と
っ
て
い
ま
す
。
末
吉
氏
は
、
川
崎
市
の
最
大
の
課
題
と
し
て
「
重
工
業
依
存
の
産
業
構
造
の
転
換
」
を
あ
げ
、
重
化
学
工
業

か
ら
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ
の
産
業
転
換
は
「
避
け
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

川
崎
市
の
課
題
―
発
電
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

　

市
の
課
題
の
第
１
は
、
政
令
市
一
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
川
崎
市
で
は
発
電
部
門
が
そ
の
約
半
分
を
占
め
、
Ｇ
７
の
指
針
か
ら
い
け
ば
、

発
電
部
門
の
排
出
量
１
６
０
０
万
ト
ン
を
ゼ
ロ
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
第
２
は
、
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
作
っ
た
部
品
や

製
品
で
な
け
れ
ば
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
外
さ
れ
、
製
造
業
が
存
続
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
第
３
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
高
炉
休
止

な
ど
臨
海
部
で
大
規
模
な
土
地
利
用
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

わ
が
党
は
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
臨
海
部
を
太
陽
光
中
心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
・
生
産
拠
点
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
臨
海
部
の
敷
地
の
６
割
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
風
力
発
電
を
増
設
し
、
既
存
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
合
わ
せ
れ
ば
、

市
内
の
電
力
の
７
割
を
臨
海
部
で
賄
え
る
こ
と
。
臨
海
部
以
外
の
地
域
の
公
共
・
民
間
施
設
や
住
宅
、
農
地
な
ど
に
も
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
と
市
内
の
電
力
は
１
０
０
％
再
エ
ネ
を
供
給
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
、
蓄

電
池
の
巨
大
な
需
要
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
の
企
業
の
誘
致
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
は
、
製

造
業
誘
致
に
つ
な
が
り
ま
す
。
世
界
的
な
太
陽
光
中
心
の
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
へ
の
投
資
の
流
れ
を
見
て
も
、
臨
海
部
を
再
エ
ネ
・
省
エ
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ネ
の
供
給
拠
点
、
生
産
拠
点
に
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
地
域
電
力
会
社
―
今
の
電
力
料
金
の
半
額
で
提
供

　

22
年
６
月
、
わ
が
党
は
再
エ
ネ
１
０
０
％
供
給
を
推
進
す
る
た
め
に
、
工
場
や
住
宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
無
償
に
設
置
す
る
事
業
を

提
案
し
ま
し
た
。
一
方
、
川
崎
市
も
11
月
に
環
境
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
地
域
電
力
会
社
を
設
立
し
、
民
家
や
工

場
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
無
償
で
設
置
し
、
使
用
し
た
電
力
量
に
応
じ
て
電
気
料
金
を
請
求
す
る
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力
購
入
契
約
）」

に
も
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
の
方
式
に
つ
い
て
、
わ
が
党
の
試
算
で
は
、
一
般
家
庭
、
工
場
や
事
業
所
に
今
の
電
力
料

金
の
半
額
で
提
供
し
た
と
し
て
も
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
収
益
は
年
５
・
８
億
円
、
投
資
額
は
約
６
年
で
回
収
が
可
能
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
補
助
金
制
度

　

東
京
都
で
は
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
金
制
度
と
し
て
「
断
熱
・
太
陽
光
住
宅
普
及
拡
大
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
使
っ
て
新
築
住
宅
へ
の
太
陽
光
設
置
の
初
期
費
用
も
軽
減
す
る
施
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
４
ｋ
Ｗ
の
太
陽
光
を
設
置

す
る
場
合
、
新
築
住
宅
に
は
１
ｋ
Ｗ
当
た
り
10
万
円
、
最
大
１
棟
あ
た
り
５
０
０
万
円
ま
で
。
既
存
住
宅
の
場
合
、
１
ｋ
Ｗ
当
た
り
12

万
円
、
最
大
１
棟
当
た
り
６
０
０
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。
川
崎
市
で
も
東
京
都
の
よ
う
な
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
補
助
金
制
度
を
創
設
す

べ
き
で
す
。

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
へ
の
産
業
転
換
―
現
在
の
３
倍
の
雇
用
を
生
み
出
す

　

石
油
か
ら
再
エ
ネ
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
予
想
さ
れ
、
産
業
も
石
油
関
連
か
ら
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
へ
と
大
規
模
な
産
業
転
換
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
、
蓄
電
池
の
関
連
企
業
を
川
崎
市
に
誘
致
す
れ
ば
、
市
内
へ
の
投
資
、
生
産
に
つ
な
が
り
、

生
産
物
は
市
内
で
消
費
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
産
業
転
換
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
雇
用
が
拡
大
す
る
の
か
、
川
崎
市
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
基
本
計
画
の
目
標
に
基
づ
き
試
算
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
、
化
学
・
石
油
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
３
産
業
に
お
け

る
従
業
者
数
は
９
５
０
０
人
で
す
が
、
石
油
・
化
学
関
連
産
業
か
ら
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
に
よ
る
産
業
転
換
に
よ
り
、
10
年
間
で
省
エ
ネ

関
連
で
は
１
９
０
０
０
人
、
太
陽
光
発
電
部
門
で
１
６
０
０
０
人
、
あ
わ
せ
て
３
５
０
０
０
人
の
雇
用
を
生
み
出
す
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
従
業
者
数
の
３
倍
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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水
素
戦
略
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
、
電
力
コ
ス
ト
、
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
期
限
か
ら
み
て
見
直
す
べ
き

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
土
地
利
用
方
針
案
で
は
、
扇
島
地
区
に
お
い
て
「
水
素
を
軸
と
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
拠
点
」
整
備
を
進
め
、
輸

入
水
素
の
受
け
入
れ
・
貯
蔵
・
供
給
の
拠
点
を
形
成
し
、
発
電
所
へ
の
水
素
等
供
給
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、

市
や
電
力
会
社
が
す
す
め
る
天
然
ガ
ス
に
水
素
を
混
ぜ
る
混
焼
、
専
焼
と
い
う
や
り
方
で
は
、
２
０
５
０
年
に
な
っ
て
も
Ｃ
Ｏ
２
を
出

し
続
け
ま
す
。
さ
ら
に
輸
入
水
素
の
発
電
コ
ス
ト
は
、
現
時
点
で
約
１
０
０
円
に
も
な
り
、
天
然
ガ
ス
の
９
倍
、
欧
米
の
太
陽
光
の
17

倍
に
も
な
り
、
と
て
も
現
実
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
問
題
で
も
、
現
在
、
輸
入
天
然
ガ
ス
が
高
騰
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
海
外
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
、
電
力
コ
ス
ト
、
電
力
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ

の
期
限
か
ら
見
て
も
、「
水
素
を
軸
と
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

川
崎
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
条
例

　

23
年
３
月
議
会
で
、
川
崎
市
は
「
川
崎
市
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
改
正
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
川
崎
市
地
球
温
暖
化
対
策
指
針
基
本
計
画
を
改
定
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

等
設
置
に
つ
い
て
、
制
度
１
で
２
０
０
０
㎡
以
上
の
建
物
を
新
増
設
す
る
建
築
主
へ
の
設
置
義
務
を
課
し
、
制
度
２
で
２
０
０
０
㎡
未

満
の
建
物
を
市
内
の
一
定
量
建
築
す
る
事
業
者
へ
の
設
置
義
務
を
課
し
、
制
度
５
で
は
事
業
活
動
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
及
び
報
告

書
制
度
の
見
直
し
な
ど
の
事
業
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
改
正
に
向
け
て
行
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
多
様
な

意
見
、
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

初
期
費
用
の
負
担
、
設
置
の
義
務
化

　

制
度
２
に
つ
い
て
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
費
用
、
維
持
費
用
及
び
廃
棄
費
用
の
負
担
に
よ
る
課
題
が
大
き
い
」
と
い
う
意
見
が
多

数
出
て
い
ま
す
が
、
市
は
「
４
ｋ
ｗ
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
場
合
、
30
年
間
の
支
出
と
収
入
を
比
較
す
る
と
収
入
の
ほ
う
が

上
回
る
試
算
と
な
っ
て
お
り
、
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
や
廃
棄
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
含
め
て
も
売
電
に
よ
る
収
入
の
ほ
う
が
大
き

い
と
見
込
ん
で
い
る
」
と
い
う
回
答
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
「
１
０
０
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
初
期
費
用
は
出
せ
な
い
」

方
も
い
ま
す
。
答
弁
で
は
「「
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
と
い
う
初
期
費
用
の
か
か
ら
な
い
手
法
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル
を
進
め
る
べ
き
で
す
。「
日
射
量
、
屋
根
面
積
が
小
さ
い
屋
根
な
ど
設
置
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
出
な
い
よ
う
な
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
」
と
い
う
疑
問
も
出
て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
、
除
外
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
も
「
屋
根
面
積
が
狭
小
で
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あ
る
場
合
は
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
向
で
検
討
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
方
向
で
除
外
措
置
を
取
る
べ

き
で
す
。

市
内
中
小
企
業
の
参
入

　

太
陽
光
バ
ネ
ル
の
設
置
義
務
が
課
さ
れ
る
特
定
建
築
事
業
者
は
、
市
内
に
年
間
一
定
量
以
上
の
建
築
・
供
給
す
る
建
築
事
業
者
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
れ
、
市
内
中
小
企
業
が
参
入
で
き
な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
東
京
都
で

は
「
希
望
す
る
事
業
者
の
任
意
参
加
」、「
グ
ル
ー
プ
参
加
も
可
能
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
川
崎
市
で
も
東
京
都
の
よ
う
な
措
置
を
取
る

べ
き
で
す
。

取
組
計
画
書
・
報
告
書
制
度

　

川
崎
市
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
で
は
政
令
市
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
の
７
割
は
臨
海
部
の
電
力
、
鉄
鋼
、
石
油
関
連
企
業
の
７
社
か
ら
排

出
さ
れ
お
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
に
は
大
企
業
の
削
減
こ
そ
重
要
で
す
。
こ
の
７
社
が
、
ど
の
よ
う
な
削
減
目
標
・
計
画
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
に
実
施
し
て
い
く
の
か
は
、
川
崎
市
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
要
と
な
り
ま
す
。
市
は
、
こ
の
７
社
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
削
減

基
準
や
義
務
を
課
し
、
指
導
す
べ
き
で
す
。

１　

臨
海
部
の
脱
炭
素
戦
略

①

Ｉ
Ｅ
Ａ
や
先
進
国
が
掲
げ
る
「
２
０
３
５
年
ま
で
に
発
電
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
政

令
市
で
一
番
多
い
一
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
川
崎
市
で
は
、
そ
の
約
半
分
を
占
め
る
発
電
部
門
の
排
出
量
を
２
０
３
５
年
ま
で
に
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
や
Ｇ
７
の
指
針
か
ら
い
け
ば
、
発
電
部
門
の
排
出
量
１
６
０
０
万
ト
ン
を
ゼ
ロ
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
目
標
と
具
体
的
行
動
を
早
急
に
示
す
。

②

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
７
割
を
占
め
る
臨
海
部
の
電
力
、
鉄
鋼
、
石
油
関
連
企
業
７
社
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
や
計
画
な
ど
の
省
エ
ネ
、
再

エ
ネ
に
向
け
た
協
定
を
結
ぶ
こ
と
。

③

輸
入
水
素
を
利
用
す
る
発
電
は
見
直
し
を
し
、
太
陽
光
を
中
心
と
し
た
再
エ
ネ
で
２
０
３
５
年
ま
で
に
１
０
０
％
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
。
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
、
蓄
電
池
な
ど
の
企
業
を
誘
致
し
て
臨
海
部
の
産
業
転
換
を
図
る
こ
と
。
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２　

地
球
温
暖
化
防
止
条
例
に
つ
い
て

①

地
域
電
力
会
社
に
つ
い
て
、
一
般
家
庭
や
工
場
、
事
業
所
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
ま
で
拡
大
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
を
推
進
す

る
。

②

初
期
費
用
の
負
担
、
設
置
義
務
に
つ
い
て
、
初
期
費
用
の
掛
か
ら
な
い
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
屋
根
面
積
が
狭

小
の
場
合
の
除
外
規
定
を
設
け
る
。
東
京
都
の
よ
う
な
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
。

③

市
内
中
小
企
業
の
参
入
に
つ
い
て
、
東
京
都
の
よ
う
に
「
希
望
す
る
企
業
の
任
意
参
加
」「
グ
ル
ー
プ
参
加
」
も
可
能
と
す
る
。

④

本
市
の
排
出
量
の
約
８
割
を
占
め
る
産
業
部
門
、
特
に
Ｃ
Ｏ
２
を
大
量
に
排
出
す
る
電
力
、
石
油
関
係
な
ど
の
大
企
業
に
対
し
、

「
事
業
活
動
温
暖
化
対
策
計
画
書
」
に
よ
る
自
主
的
な
削
減
対
策
「
自
主
的
努
力
」
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
東
京
都
や
横
浜
市
な
ど
他

都
市
の
経
験
を
踏
ま
え
、
事
業
者
ご
と
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
目
標
の
未
達
成
の
場
合
の
罰
則
も
規
定
し
て
削
減
を
義
務
付
け
る
。

⑤

「
川
崎
市
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
も
と
づ
く
、
削
減
計
画
・
年
次
報
告
書
に
つ
い
て
、
排
出
量
の
算
定
や

基
準
の
適
合
性
を
検
証
す
る
た
め
の
認
証
検
証
機
関
、
検
証
す
る
た
め
の
第
三
者
機
関
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
効
性
を

高
め
る
。


